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1.　２０年５月中間期の業績（平成１９年１２月１日～平成２０年５月３１日）

(1) 経営成績 (％表示は対前年中間期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 中間(当期)純利益
　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年 5月中間期 4,158 5.7 157 △11.3 145 △11.2 81 4.1
19年 5月中間期 3,932 △0.9 177 △6.8 164 △7.0 78 △30.5

19年11月期 7,940 ― 311 ― 264 ― 111 ―
　

　
１株当たり中間
(当期)純利益

潜在株式調整後
１株当たり中間
(当期)純利益

　 円 銭 円 銭

20年 5月中間期 6 72 － －
19年 5月中間期 6 45 － －

19年11月期 9 12 － －

(参考) 持分法投資損益 20年 5月中間期 　-　百万円 19年 5月中間期 -　百万円 19年11月期 -　百万円

　

(2) 財政状態 　

　 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
　 百万円 百万円 ％ 円 銭

20年 5月中間期 7,067 1,668 23.6 136 91

19年 5月中間期 6,496 1,630 25.1 133 82

19年11月期 6,714 1,656 24.7 135 92

(参考) 自己資本 20年 5月中間期 1,668百万円 19年 5月中間期 1,630百万円 19年11月期 1,656百万円

　

(3) キャッシュ・フローの状況 　

　
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
　 百万円 百万円 百万円 百万円

20年 5月中間期 12 △242 △9 145

19年 5月中間期 167 579 △879 210

19年11月期 684 251 △893 385

　

2.　配当の状況

　 １株当たり配当金

(基準日) 中間期末 期末 年間
　 円 銭 円 銭 円 銭

19年11月期 - - 5 00 5 00

20年11月期(実績) - - － 　 　

20年11月期(予想) - - 5 00 5 00

　

3.　２０年１１月期の業績予想（平成19年12月 1日～平成20年11月30日）

　 (％表示は対前期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通　期 8,000 0.8 270 △13.2 240 △9.2 120 7.9 9 85
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4.　その他

(1) 中間財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（中間財務諸表作成のための基本と

なる重要な事項の変更に記載されるもの）

①　会計基準等の改正に伴う変更　　無

②　①以外の変更　　　　　　　　　無

〔(注)　詳細は、19ページ「中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。〕

　

(2) 発行済株式数（普通株式）

①

 

期末発行済株式数
(自己株式を含む)

20年5月中間期 12,200,000株19年5月中間期 12,200,000株19年11月期 12,200,000株

② 期末自己株式数 20年5月中間期 14,520株19年5月中間期 11,770株19年11月期 14,020株

(注)　１株当たり中間(当期)純利益の算定の基礎となる株式数については、30ページ「１株当たり情報」をご覧く

ださい。

　

　※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があり

ます。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、３ページ

「１．経営成績(１)経営成績に関する分析」をご覧下さい。
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１　経営成績

(1) 経営成績に関する分析

（当中間期の経営成績）

　当中間会計期間におけるわが国経済は、サブプライム問題に端を発した金融資本市場の混乱、為替相場

の変動、資源価格の高騰等により景気の先行きは不透明な状況が続きました。当社を取り巻く状況は、原

油価格の高騰による原材料価格の更なる上昇による影響等、不安定な事業環境に置かれております。

　この様な状況下、当社はゴム薬品・医農薬中間体・機能性化学品群・その他成長分野をコア事業として

注力し、原材料の高騰に対応した製品価格の改定、コスト削減等の合理化に努めてまいりました。

　この結果、当中間会計期間の売上高は４１億５８百万円（前年同期比５．７％増）、経常利益１億４５

百万円（前年同期比１１．２％減）、中間純利益８１百万円（前年同期比４．１％増）となりました。

（部門別の概況）

＜ゴム薬品＞

　当社を取り巻くゴム産業は、輸出需要を含めた堅調な自動車・自動車タイヤ生産に支えられ、且つこれ

に連動した合成ゴム生産も順調に推移しました。これに伴い当社のゴム薬品の販売も特殊ゴム薬品の拡販

及び数年来続く原材料の高騰に連動した価格改定が浸透した結果、売上高は前年同期を上回りました。

　輸出につきましては、東南アジア向け需要増及び特殊ゴム薬品の拡販を図った結果、売上高は前年同期

を上回りました。

　この結果、この部門合計の売上高は２６億１７百万円強と前年同期比１１．９％の増収となりました。

＜樹脂薬品＞

　樹脂薬品の分野は主要需要先であるアクリル酸・アクリル酸エステルの拡大基調が踊り場状況を呈し、

一方、原材料高騰に伴う価格改定が浸透した結果、売上高は前年同期を上回りました。

　輸出につきましては、需要拡大をうけて競合激化が進み、価格改定が遅れました。

　この結果、この部門合計の売上高は５億７百万円強と前年同期比４．６％の増収となりました。

＜中間物＞

　染顔料中間体は国内需要先製品が中国製品との競合がある中でシェアを回復することにより需給バラン

スは安定しました。一方、原材料高騰に伴う価格改定を進め、該当全品目に適用した結果一部シェアを落

とし、売上高は前年同期を下回りました。

　輸出につきましては、主力の機能性化学品・農薬中間体共に受注周期に間に合わず、売上高は前年同期

を下回りました。

　この結果、この部門合計の売上高は４億２３百万円強と前年同期比２５．７％の減収となりました。

＜その他＞

　環境用薬品は品質・価格問題を抱えながら品種の入れ替えはありましたが、安定受注に成功しました。

電材関係はじめ各種機能性化学品は受注周期が集中し、この部門の売上高を押し上げました。

　この結果、この部門合計の売上高は６億９百万円強と前年同期比１３．４％の増収となりました。

（当期の見通し）

　今後の見通しにつきましては、原材料の高騰、為替相場の急激な変動など懸念材料があり予断を許さな

い状況で推移するものと予想されます。

　通期の業績見通しにつきましては、売上高８０億円、営業利益２億７０百万円、経常利益２億４０百万

円、当期純利益１億２０百万円を見込んでおります。
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(2) 財政状態に関する分析

①資産、負債、純資産の状況に関する分析

　総資産は、前事業年度末の６７億１４百万円から７０億６７百万円と３億５３百万円増加いたしまし

た。これは主に、有形固定資産が４億１７百万円増加したことによるものです。

　総負債は、前事業年度末の５０億５８百万円から５３億９９百万円と３億４１百万円増加いたしまし

た。これは主に、未払金が２億９５百万円増加したことによるものです。

　純資産は、前事業年度末の１６億５６百万円から１６億６８百万円と１２百万円増加いたしました。こ

れは主に、剰余金の配当６０百万円に対して、中間純利益８１百万円の計上があったために増加したこと

によるものです。

②キャッシュ・フローの状況に関する分析

　営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前中間純利益等の増加、減価償却費の計上に対し、売上債

権の増加等により差引１２百万円の増加（前中間会計期間末１億６７百万円の増加）となりました。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得等により差引２億４２百万円の減少（前中

間会計期間末５億７９百万円の増加）となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の増加に対し、配当金の支払等により差引９百万円の減

少（前中間会計期間末８億７９百万円の減少）となりました。

　以上の結果、現金及び現金同等物の当中間会計期間末残高は、前事業年度末に比べ２億４０百万円減少

し１億４５百万円となりました。

(参考)　キャッシュ・フロー関連指標の推移

　

　 平成17年11月期 平成18年11月期
平成19年11月

中間期
平成19年11月期

平成20年11月
中間期

自己資本比率 21.9 21.8 25.1 24.7 23.6

時価ベースの自己資本比率 134.7 42.7 40.9 37.0 32.1

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

39.4 30.3 14.8 3.6 204.5

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

2.3 3.0 7.7 19.0 0.5

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

（注１）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

（注２）有利子負債は貸借対照表に計上されている負債のうち利息を支払っている全ての負債

　　　　を対象としております。

（注３）利払いについてはキャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。
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(3）利益配分に関する基本方針及び当期の配当

当社は、株主の皆様への配当を重要な責務と考え、業績成果に基づき諸般の状況を総合勘案して決定す

ることを基本としております。

　配当の安定かつ着実な拡大を図り、業績の維持向上のため中長期的視点から将来の事業展開に備え、内

部留保による企業体質の改善と設備投資による経営基盤の強化に取り組んで参ります。

　なお、当期の配当金につきましては、前期と同じく、期末に１株につき５円の継続を予定しておりま

す。

(4) 事業等のリスク

事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項

については、以下のようなものがあります。

(１)景気変動

　当社の主たる事業活動領域は、需要の変動、価格、競争状況、経済環境の変化等多くの要因が業績に影

響を与える可能性があります。

(２)為替レートの変動

　外貨建債権債務について為替予約等のリスクヘッジを行っており、今後とも適切なリスクヘッジ対策を

実施してまいりますが、為替変動が業績に影響を与える可能性があります。

(３)訴訟事件等

　当社は、事業に関連して、訴訟、係争、その他の影響が法律的手続きの対象となるリスクがあり、訴訟

事件等が業績に影響を与える可能性があります。

(４)原材料価格の変動

　当社が使用する主要原材料は原油を基礎としているため、原油価格の上昇に伴う原材料価格の上昇が業

績に影響を与える可能性があります。

(５)事故・災害による影響

　事故等により、工場周辺に物的・人的被害を及ぼした場合、多額のコストや当社の評価が業績に影響を

与える可能性があります。
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２　企業集団の状況

最近の有価証券報告書（平成２０年２月２７日提出）における「事業系統図（事業の内容）」及び「関

係会社の状況」から重要な変更がないため開示を省略します。

３　経営方針

(1) 会社の経営の基本方針

当社は、経営方針として「顧客からの評価重視」を基本に置き、２１世紀の社会に貢献する企業を目指

し、全社を挙げて取り組んでおります。

(2) 目標とする経営指標

継続的な収益基盤の確立を図るため、売上高経常利益率を重視し事業運営にあたっております。また、

継続して配当できる財務体質の改善を継続し、収益構造の安定化に向け努めてまいります。

(3) 中長期的な会社の経営戦略

当社を取り巻く事業環境は、堅調な自動車生産に牽引され総じて順調に推移しております。しかし、原

油価格の更なる高騰が予想され先行き不透明な状況が続くとともに、他国企業との競争が引き続くなど厳

しさは変わることはないと思われます。そこで、経営３ヶ年計画につきましては、経営状況の変化に対応

するため毎年見直しを行っております。

(4) 会社の対処すべき課題

現在取り組んでおります経営３ヶ年計画を確実に実行することにより、収益基盤の確立、財務基盤の安

定化を目指しております。具体的には、国内外の市場ニーズの的確な把握に努め、既存製品分野ではシェ

ア維持、新製品分野では医農薬中間体、機能性化学品群の開発及び受注生産に注力してまいります。

　この様な状況の中、ＧＭＰ準拠のマルチパーパス設備稼動による新製品生産体制の増強、原材料価格の

高騰に対応した製品価格の改定及び徹底した原価低減を図ってまいります。また、関連業界の中国進出に

伴い中国でのユーザー状況等各種情報を把握するため、本年６月に駐在員事務所を開設いたしました。

　一方、品質・環境保全への取り組みとして品質管理システム「ＩＳＯ９００１」及び環境管理システム

「ＩＳＯ１４００１」の認証を取得しており、今後とも、品質・環境に配慮した企業活動を推進してまい

ります。

(5) その他、会社の経営上重要な事項

該当事項はありません。
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４　中間財務諸表

(1) 中間貸借対照表

　

　 　
前中間会計期間末

(平成19年５月31日)

当中間会計期間末

(平成20年５月31日)

前事業年度の

要約貸借対照表

(平成19年11月30日)

区分
注記

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)

(資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

流動資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　現金及び預金 　 　 210,935 　 　 145,707 　 　 485,962 　

　受取手形 ※ 3 　 708,704 　 　 843,837 　 　 730,989 　

　売掛金 　 　 1,872,500 　 　 1,977,133 　 　 1,762,065 　

　たな卸資産 　 　 1,339,162 　 　 1,323,840 　 　 1,326,216 　

　その他 　 　 36,660 　 　 31,472 　 　 20,904 　

　貸倒引当金 　 　 △2,590 　 　 △2,822 　 　 △2,494 　

　　流動資産合計 　 　 4,165,373 64.1 　 4,319,169 61.1 　 4,323,644 64.4

固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　有形固定資産
※ 1
※ 2 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　建　物 　 　 502,365 　 　 527,947 　 　 492,203 　

　　機械装置 　 　 885,514 　 　 1,321,946 　 　 894,162 　

　　土　地 　 　 20,851 　 　 20,851 　 　 20,851 　

　　その他 　 　 448,554 　 　 498,402 　 　 544,712 　

　　有形固定資産合計 　 　 1,857,286 　 　 2,369,149 　 　 1,951,930 　

　無形固定資産 　 　 2,991 　 　 6,370 　 　 2,991 　

　投資その他の資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　繰延税金資産 　 　 354,212 　 　 271,454 　 　 331,403 　

　　その他 　 　 116,140 　 　 101,748 　 　 104,550 　

　　投資その他の資産
　　合計 　 　 470,353 　 　 373,202 　 　 435,954 　

　　固定資産合計 　 　 2,330,631 35.9 　 2,748,722 38.9 　 2,390,876 35.6

　　資産合計 　 　 6,496,004 100.0 　 7,067,892 100.0 　 6,714,520 100.0
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前中間会計期間末

(平成19年５月31日)

当中間会計期間末

(平成20年５月31日)

前事業年度の

要約貸借対照表

(平成19年11月30日)

区分
注記

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)

(負債の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

流動負債 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　支払手形 ※ 3 　 153,833 　 　 196,238 　 　 212,154 　

　買掛金 　 　 1,118,447 　 　 1,224,924 　 　 1,146,227 　

　短期借入金 　 　 2,070,000 　 　 1,370,000 　 　 1,470,000 　

　1年以内返済長期借入金 　 　 － 　 　 52,600 　 　 － 　

　1年以内償還社債 　 　 － 　 　 400,000 　 　 － 　

　未払金 　 　 313,622 　 　 638,913 　 　 342,951 　

　未払費用 　 　 119,203 　 　 127,342 　 　 166,225 　

　未払法人税等 　 　 2,892 　 　 4,823 　 　 4,695 　

　未払消費税等 　 　 20,904 　 　 246 　 　 33,965 　

　賞与引当金 　 　 22,442 　 　 16,570 　 　 － 　

　設備支払手形 ※ 3 　 33,008 　 　 29,146 　 　 33,393 　

　前受金 　 　 － 　 　 600 　 　 92 　

　その他 　 　 26,393 　 　 31,336 　 　 34,595 　

　　流動負債合計 　 　 3,880,746 59.7 　 4,092,742 57.9 　 3,444,301 51.3

固定負債 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　社債 　 　 400,000 　 　 600,000 　 　 1,000,000 　

　長期借入金 ※ 2 　 － 　 　 97,400 　 　 － 　

　退職給付引当金 　 　 473,063 　 　 495,047 　 　 494,901 　

　役員退職慰労引当金 　 　 63,233 　 　 63,856 　 　 67,356 　

　長期預り金 　 　 47,968 　 　 50,539 　 　 51,681 　

　　固定負債合計 　 　 984,265 15.2 　 1,306,843 18.5 　 1,613,938 24.0

　　負債合計 　 　 4,865,012 74.9 　 5,399,585 76.4 　 5,058,239 75.3
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前中間会計期間末

(平成19年５月31日)

当中間会計期間末

(平成20年５月31日)

前事業年度の

要約貸借対照表

(平成19年11月30日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

(純資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　株主資本 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　資本金 　 　 610,000 9.4 　 610,000 8.6 　 610,000 9.1

　２　資本剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 資本準備金 　 58,437 　 　 58,437 　 　 58,437 　 　

　　　資本剰余金合計 　 　 58,437 0.9 　 58,437 0.8 　 58,437 0.9

　３　利益剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 利益準備金 　 129,930 　 　 129,930 　 　 129,930 　 　

　　(2) その他利益剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　固定資産圧縮

　　　　積立金
　 6,980 　 　 8,056 　 　 6,343 　 　

　　　　別途積立金 　 600,000 　 　 600,000 　 　 600,000 　 　

　　　　繰越利益剰余金 　 198,983 　 　 251,367 　 　 232,161 　 　

　　　利益剰余金合計 　 　 935,894 14.4 　 989,354 14.0 　 968,435 14.4

　４　自己株式 　 　 △6,106 △0.1 　 △6,730 △0.1 　 △6,645 △0.1

　　　株主資本合計 　 　 1,598,225 24.6 　 1,651,060 23.3 　 1,630,227 24.3

Ⅱ　評価・換算差額等 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　その他有価証券

　　　評価差額金
　 　 32,766 　 　 17,246 　 　 26,053 　

　　　評価・換算差額等

　　　合計
　 　 32,766 0.5 　 17,246 0.3 　 26,053 0.4

　　　純資産合計 　 　 1,630,992 25.1 　 1,668,307 23.6 　 1,656,280 24.7

　　　負債純資産合計 　 　 6,496,004 100.0 　 7,067,892 100.0 　 6,714,520 100.0
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(2) 中間損益計算書

　

　 　
前中間会計期間

(自　平成18年12月１日
至　平成19年５月31日)

当中間会計期間

(自　平成19年12月１日
至　平成20年５月31日)

前事業年度の
要約損益計算書

(自　平成18年12月１日
至　平成19年11月30日)

区分
注記
番号

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

売上高 　 　 3,932,428 100.0 　 4,158,428 100.0 　 7,940,382 100.0

売上原価 　 　 3,301,018 83.9 　 3,521,450 84.7 　 6,686,165 84.2

　売上総利益 　 　 631,410 16.1 　 636,977 15.3 　 1,254,217 15.8

販売費及び一般管理費 　 　 454,013 11.6 　 479,587 11.5 　 943,018 11.9

　営業利益 　 　 177,396 4.5 　 157,390 3.8 　 311,198 3.9

営業外収益 ※１ 　 7,625 0.2 　 9,951 0.2 　 16,277 0.2

営業外費用 ※２ 　 20,992 0.5 　 21,694 0.5 　 63,231 0.8

　経常利益 　 　 164,029 4.2 　 145,647 3.5 　 264,244 3.3

特別利益 ※３ 　 22,215 0.6 　 4,000 0.1 　 21,965 0.3

特別損失 ※４ 　 10,694 0.3 　 8,078 0.2 　 42,375 0.5

　税引前中間(当期)
　純利益 　 　 175,550 4.5 　 141,569 3.4 　 243,834 3.1

　法人税・住民税
　及び事業税 　 536 　 　 479 　 　 932 　 　

　法人税等調整額 　 96,362 96,898 2.5 59,240 59,720 1.4 131,710 132,642 1.7

　中間(当期)純利益 　 　 78,651 2.0 　 81,848 2.0 　 111,192 1.4
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(3) 中間株主資本等変動計算書

前中間会計期間(自　平成18年12月１日　至　平成19年５月31日)

　

項目

株主資本

資本金
資本剰余金

資本準備金 資本剰余金合計

平成18年11月30日残高(千円) 610,000 58,437 58,437

中間会計期間中の変動額 　 　 　

中間会計期間中の変動額合計
(千円)

－ － －

平成19年５月31日残高(千円) 610,000 58,437 58,437

　

項目

株主資本

利益剰余金

自己株式
株主資本
合計利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計固定資産
圧縮積立金

別途積立金
繰越利益
剰余金

平成18年11月30日残高(千円) 129,930 7,617 420,000 360,636 918,183 △ 6,106 1,580,514

中間会計期間中の変動額 　 　 　 　 　 　 　

　剰余金の配当 　 　 　 △ 60,941 △ 60,941 　 △ 60,941

固定資産圧縮積立金の取崩 　 △ 636 　 636 － 　 －

別途積立金の積立て 　 　 180,000 △ 180,000 － 　 －

　中間純利益 　 　 　 78,651 78,651 　 78,651

　自己株式の取得 　 　 　 　 　 － －

中間会計期間中の変動額合計
(千円)

－ △ 636 180,000 △ 161,652 17,710 － 17,710

平成19年５月31日残高(千円) 129,930 6,980 600,000 198,983 935,894 △ 6,106 1,598,225

　

項目

評価・換算差額等

純資産合計その他有価証券
評価差額金

評価・換算差額等合計

平成18年11月30日残高(千円) 23,084 23,084 1,603,599

中間会計期間中の変動額 　 　 　

　株主資本以外の項目の
　中間会計期間中の変動額
　(純額)

9,682 9,682 9,682

中間会計期間中の変動額合計
(千円)

9,682 9,682 27,393

平成19年５月31日残高(千円) 32,766 32,766 1,630,992
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当中間会計期間(自　平成19年12月１日　至　平成20年５月31日)

　

項目

株主資本

資本金
資本剰余金

資本準備金 資本剰余金合計

平成19年11月30日残高(千円) 610,000 58,437 58,437

中間会計期間中の変動額 　 　 　

中間会計期間中の変動額合計
(千円)

－ － －

平成20年５月31日残高(千円) 610,000 58,437 58,437

　

項目

株主資本

利益剰余金

自己株式
株主資本
合計利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計固定資産
圧縮積立金

別途積立金
繰越利益
剰余金

平成19年11月30日残高(千円) 129,930 6,343 600,000 232,161 968,435 △ 6,645 1,630,227

中間会計期間中の変動額 　 　 　 　 　 　 　

　剰余金の配当 　 　 　 △ 60,929 △ 60,929 　 △ 60,929

固定資産圧縮積立金の積立 　 2,400 　 △ 2,400 － 　 －

固定資産圧縮積立金の取崩 　 △ 686 　 686 － 　 －

　中間純利益 　 　 　 81,848 81,848 　 81,848

　自己株式の取得 　 　 　 　 　 △ 85 △ 85

中間会計期間中の変動額合計
(千円)

－ 1,713 － 19,205 20,918 △ 85 20,833

平成20年５月31日残高(千円) 129,930 8,056 600,000 251,367 989,354 △ 6,730 1,651,060

　

項目

評価・換算差額等

純資産合計その他有価証券
評価差額金

評価・換算差額等合計

平成19年11月30日残高(千円) 26,053 26,053 1,656,280

中間会計期間中の変動額 　 　 　

　株主資本以外の項目の
　中間会計期間中の変動額
　(純額)

△8,806 △8,806 △8,806

中間会計期間中の変動額合計
(千円)

△8,806 △8,806 12,027

平成20年５月31日残高(千円) 17,246 17,246 1,668,307
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前事業年度(自　平成18年12月１日　至　平成19年11月30日)

　

項目

株主資本

資本金
資本剰余金

資本準備金 資本剰余金合計

平成18年11月30日残高(千円) 610,000 58,437 58,437

事業年度中の変動額 　 　 　

事業年度中の変動額合計
(千円)

－ － －

平成19年11月30日残高(千円) 610,000 58,437 58,437

　

項目

株主資本

利益剰余金

自己株式
株主資本
合計利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計固定資産
圧縮積立金

別途積立金
繰越利益
剰余金

平成18年11月30日残高(千円) 129,930 7,617 420,000 360,636 918,183 △6,106 1,580,514

事業年度中の変動額 　 　 　 　 　 　 　

　剰余金の配当 　 　 　 △60,941 △60,941 　 △60,941

固定資産圧縮積立金の取崩 　 △1,273 　 1,273 － 　 －

別途積立金の積立て 　 　 180,000 △180,000 － 　 －

　当期純利益 　 　 　 111,192 111,192 　 111,192

　自己株式の取得 　 　 　 　 　 △539 △539

事業年度中の変動額合計
(千円)

－ △1,273 180,000 △128,474 50,251 △539 49,712

平成19年11月30日残高(千円) 129,930 6,343 600,000 232,161 968,435 △6,645 1,630,227

　 　 　 　 　 　 　 　
　

項目

評価・換算差額等

純資産合計その他有価証券
評価差額金

評価・換算差額等合計

平成18年11月30日残高(千円) 23,084 23,084 1,603,599

事業年度中の変動額 　 　 　

　株主資本以外の項目の
　事業年度中の変動額
　(純額)

2,969 2,969 2,969

事業年度中の変動額合計
(千円)

2,969 2,969 52,681

平成19年11月30日残高(千円) 26,053 26,053 1,656,280
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(4) 中間キャッシュ・フロー計算書

　

　 　
前中間会計期間

(自　平成18年12月１日
至　平成19年５月31日)

当中間会計期間

(自　平成19年12月１日
至　平成20年５月31日)

前事業年度
要約キャッシュ・
フロー計算書

(自　平成18年12月１日
至　平成19年11月30日)

区分
注記
番号

金額(千円) 金額(千円) 金額(千円)

Ⅰ　営業活動による
　　キャッシュ・フロー

　 　 　 　

　　税引前中間(当期)純利益 　 175,550 141,569 243,834

　　減価償却費 　 121,582 155,212 245,542

　　無形固定資産償却 　 18 294 18

　　貸倒引当金の増加
　　(△減少)額

　 134 328 38

　　退職給付引当金の増加
　　(△減少)額

　 963 146 22,801

　　役員賞与引当金の増加
　　(△減少)額

　 △ 15,000 △ 7,500 －

　　役員退職慰労引当金の増加
　　(△減少)額

　 3,168 △ 3,500 7,290

　　賞与引当金の増加
　　（△減少）額

　 22,442 16,570 －

　　受取利息及び配当金 　 △ 955 △ 1,150 △ 2,721

　　支払利息及び社債利息 　 19,847 19,146 38,990

　　為替差損益 　 △ 95 △ 14 210

　　社債発行費 　 － － 12,645

　　有形固定資産除却損 　 － － 5,257

　　固定資産売却益 　 △ 22,215 － △ 19,466

　　施設利用権売却益 　 － － △ 2,499

　　売上債権の減少
　　(△増加)額

　 △ 127,879 △ 327,916 △ 39,729

　　たな卸資産の減少
　　(△増加)額

　 102,023 2,375 114,969

　　仕入債務の増加
　　(△減少)額

　 △ 38,104 92,889 82,958

　　未払消費税等の増加
　　(△減少)額

　 6,494 △ 33,718 19,555

　　その他 　 △ 45,031 △ 12,622 △ 2,740

(小計) 　 202,944 42,110 726,956

　　利息及び配当金受取額 　 955 1,150 2,721

　　利息の支払額 　 △ 21,607 △ 26,691 △ 35,972

　　法人税等の支払額 　 △ 14,863 △ 4,244 △ 8,803

　　　営業活動による
　　　キャッシュ・フロー

　 167,428 12,324 684,901
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前中間会計期間

(自　平成18年12月１日
至　平成19年５月31日)

当中間会計期間

(自　平成19年12月１日
至　平成20年５月31日)

前事業年度
要約キャッシュ・
フロー計算書

(自　平成18年12月１日
至　平成19年11月30日)

区分
注記
番号

金額(千円) 金額(千円) 金額(千円)

Ⅱ　投資活動による
　　キャッシュ・フロー

　 　 　 　

　　定期預金の預入による支出 　 － － △ 100,000

　　定期預金の払戻による収入 　 － 100,000 －

　　有形固定資産の取得
　　による支出

　 △ 64,293 △ 327,358 △ 292,786

　　無形固定資産の取得
　　による支出

　 － △ 3,674 －

　　有形固定資産の売却
　　(前受金)による収入

　 640,000 － 640,000

　　投資有価証券の取得
　　による支出

　 △ 1 △ 1 △ 3

　　貸付金の回収による収入 　 4,077 － 4,077

　　その他投資の支出 　 △ 72 △ 11,874 330

　　　投資活動による
　　　キャッシュ・フロー

　 579,709 △ 242,908 251,617

Ⅲ　財務活動による
　　キャッシュ・フロー

　 　 　 　

　　短期借入金純増加(△減少)額 　 △ 820,000 △ 47,400 △ 1,420,000

　　長期借入金純増加(△減少)額 　 － 97,400 －

　　社債発行による収入 　 － － 587,354

　　自己株式の取得による支出 　 － △ 85 △ 539

　　配当金の支払額 　 △ 59,208 △ 59,600 △ 60,072

　　　財務活動による
　　　キャッシュ・フロー

　 △ 879,208 △ 9,685 △ 893,257

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る
　　換算差額

　 95 14 △ 210

Ⅴ　現金及び現金同等物の増加
　　(△減少)額

　 △ 131,975 △ 240,254 43,051

Ⅵ　現金及び現金同等物
　　期首残高

　 342,910 385,962 342,910

Ⅶ　現金及び現金同等物
　　中間期末(期末)残高

　 210,935 145,707 385,962
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(5) 中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

　

科目
前中間会計期間

(自　平成18年12月１日
至　平成19年５月31日)

当中間会計期間
(自　平成19年12月１日
至　平成20年５月31日)

前事業年度
(自　平成18年12月１日
至　平成19年11月30日)

１　資産の評価基準及

び評価方法

(1) 有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

中間決算日の市場

価格等に基づく時

価法

(評価差額は全部

純資産直入法によ

り処理し、売却原

価は移動平均法)

(1) 有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

同　左

　

　

　

(1) 有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

決算期末の市場価

格等に基づく時価

法

(評価差額は、全

部純資産直入法に

より処理、売却原

価は移動平均法)

　 時価のないもの

移動平均法による

原価法

時価のないもの

同　左

時価のないもの

同　左

　 (2) たな卸資産

製品・原材料・仕掛品

移動平均法による原価

法

(2) たな卸資産

製品・原材料・仕掛品

同　左

(2) たな卸資産

製品・原材料・仕掛品

同　左

２　固定資産の減価償

却の方法

(1) 有形固定資産

定額法によっております。

なお、平成19年3月31日以前

に取得した有形固定資産に

ついては旧定額法によって

おります。

(1) 有形固定資産

同　左

（追加情報）

　法人税法の改正に伴い、

平成19年3月31日以前に取得

した資産については、改正

前の法人税法に基づく減価

償却の方法の適用により取

得価額の５％に到達した事

業年度の翌事業年度より、

取得価額の５％相当額と備

忘価額との差額を５年間に

わたり均等償却し、減価償

却費に含めて計上しており

ます。

　これにより、営業利益、

経常利益及び税引前当期純

利益がそれぞれ23,419千円

減少しております。

(1) 有形固定資産

同　左　　　

　 (2) 無形固定資産

　　　定額法によっており

ます。ただしソフトウ

ェア（自社利用分）に

ついては、社内におけ

る利用可能期間（５

年）に基づく定額法に

よっております。

(2) 無形固定資産

同　左

(2) 無形固定資産

同　左

　 川口化学工業㈱ (4361) 平成20年11月期中間決算短信(非連結)

― 16 ―



　

科目
前中間会計期間

(自　平成18年12月１日
至　平成19年５月31日)

当中間会計期間
(自　平成19年12月１日
至　平成20年５月31日)

前事業年度
(自　平成18年12月１日
至　平成19年11月30日)

３　引当金の計上基準 (1) 貸倒引当金

債権の貸倒れによる

損失に備えるため、一

般債権については貸倒

実績率により、貸倒懸

念債権等については、

個別に回収可能性を勘

案し、回収不能見込額

を計上しております。

(1) 貸倒引当金

同　左

(1) 貸倒引当金

同　左

　 (2) 賞与引当金

      従業員に対する年間

業績賞与額のうち、当

中間期の負担額を計上

しております。

(2) 賞与引当金

同　左

　

　

　

(2) 

　 (3) 退職給付引当金

　従業員の退職給付に

備えるため、当期末に

おける退職給付に係る

自己都合要支給額及び

年金財政計算上の責任

準備金の額に基づき、

当中間期末において発

生していると認められ

る額を計上しておりま

す。

(3) 退職給付引当金

同　左

　

　

　

　

　

　

　

　

(3) 退職給付引当金

　従業員の退職給付に

備えるため、期末にお

ける退職給付に係る自

己都合要支給額及び年

金財政計算上の責任準

備金の額に基づき、期

末において発生してい

ると認められる額を計

上しております。

　 (4)役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の

支出に備えるため、役

員退職慰労金規定に基

づく中間期末要支給額

を計上しております。
　

(4) 役員退職慰労引当金

同　左

　

(4)役員退職慰労引当金

　　　役員の退職慰労金の

支出に備えるため、内

規に基づく期末要支給

額を計上しておりま

す。
　

４　リース取引の処理

方法

　リース物件の所有権が借

主に移転すると認められる

もの以外のファイナンス・

リース取引については、通

常の賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理によって

おります。

同　左 　　　　　同　左

５　ヘッジ会計の方法 (1) ヘッジ会計の方法

　為替予約が付されて

いる外貨建金銭債権債

務等については、振当

処理をしております。

(1) ヘッジ会計の方法

　金利スワップについ

ては、特例処理を採用

しております。

　また、為替予約が付

されている外貨建金銭

債権債務等について

は、振当処理をしてお

ります。

(1) ヘッジ会計の方法

　為替予約が付されて

いる外貨建金銭債権債

務等については、振当

処理をしております。

　 (2) ヘッジ手段とヘッジ対

象

ヘッジ手段

　―為替予約取引

ヘッジ対象

　―外貨建売掛金・

　　買掛金

(2) ヘッジ手段とヘッジ対

象

ヘッジ手段

　―金利スワップ

　―為替予約取引

ヘッジ対象

　―借入金の利息

　―外貨建売掛金・

　　買掛金

(2) ヘッジ手段とヘッジ対

象

ヘッジ手段

―為替予約取引

ヘッジ対象

―外貨建売掛金・

　買掛金
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科目
前中間会計期間

(自　平成18年12月１日
至　平成19年５月31日)

当中間会計期間
(自　平成19年12月１日
至　平成20年５月31日)

前事業年度
(自　平成18年12月１日
至　平成19年11月30日)

　 (3) ヘッジの方針

　為替予約取引につい

ては、実需の範囲で実

施しております。

(3) ヘッジの方針

　為替及び金利等相場

変動に伴うリスクの軽

減を目的に通貨及び金

利に係るデリバティブ

取引を行っておりま

す。また、実需に基づ

くものを対象としてデ

リバティブ取引を行っ

ており、投機目的の取

引は行っておりませ

ん。

(3) ヘッジの方針

　為替予約取引につい

ては、実需の範囲で実

施しております。

　 ―――――― (4) ヘッジ有効性評価の方法

　金利スワップは特例

処理の要件を満たして

いるため有効性の評価

を省略しております。

――――――

６　中間キャッシュ・

フロー計算書(キ

ャッシュ・フロー

計算)における資

金の範囲

　中間キャッシュ・フロー

計算書における資金(現金及

び現金同等物)は、手許現

金、随時引出し可能な預金

及び容易に換金可能であ

り、かつ価値の変動につい

て僅少なリスクしか負わな

い取得日から３ヶ月以内に

償還期限の到来する短期投

資からなっております。

同　左 　キャッシュ・フロー計算

書における資金(現金及び現

金同等物)は、手許現金、随

時引出し可能な預金及び容

易に換金可能であり、かつ

価値の変動について僅少な

リスクしか負わない取得日

から３ヶ月以内に償還期限

の到来する短期投資からな

っております。

７　その他中間財務諸

表(財務諸表)作成

のための基本とな

る重要な事項

消費税等の処理方法

消費税及び地方消費税の

会計処理は、税抜方式によ

っております。

消費税等の処理方法

同　左

消費税等の処理方法

同　左
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(6) 中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

　

（会計処理の変更）
　

前中間会計期間
(自　平成18年12月１日
至　平成19年５月31日)

当中間会計期間
(自　平成19年12月１日
至　平成20年５月31日)

前事業年度
(自　平成18年12月１日
至　平成19年11月30日)

(固定資産の減価償却の方法）

　法人税法の改正に伴い、当中間期

から平成19年4月1日以後に取得した

有形固定資産について、改正後の法

人税法に規定する減価償却の方法に

変更しております。なお、この変更

による営業利益、経常利益及び税引

前中間純利益に与える影響は軽微で

あります。

　

――――

(固定資産の減価償却の方法）

　法人税法の改正に伴い、当中間期

から平成19年4月1日以後に取得した

有形固定資産について、改正後の法

人税法に規定する減価償却の方法に

変更しております。なお、この変更

による営業利益、経常利益及び税引

前中間純利益に与える影響は軽微で

あります。
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(7) 中間財務諸表に関する注記事項

(中間貸借対照表関係)

　

項目
前中間会計期間末
(平成19年５月31日)

当中間会計期間末
(平成20年５月31日)

前事業年度末
(平成19年11月30日)

※１　有形固定資産の

減価償却累計額

5,922,690千円 6,129,535千円 5,974,323千円

※２　担保資産

　　　担保に供してい

る資産

有形固定資産

　工場財団

　　　上記に対応する

借入金他の額

短期借入金
1年以内返済
長期借入金
社債
長期借入金

　

　

　

　

1,643,688千円

　

　　　　　　

900,000千円
　　　

－　千円
400,000千円

－　千円

　

　

　

　

2,051,735千円

　

　　　　　　

　　　－　千円
　　　　　
52,600千円
－　千円

97,400千円

　

　

　

　

1,643,570千円

　

　

　　－　千円
　　　　
－　千円

1,000,000千円
－　千円

※３　中間会計期間末

日(期末日)満期

手形

―――――― 　中間会計期間末日満期手
形の会計処理については、
手形交換日をもって決済処
理しております。
　なお、当中間会計期間末
日が金融機関の休日であっ
たため、次の中間会計期間
末日満期手形が、中間会計
期間末残高に含まれており
ます。
受取手形　　101,284千円
支払手形　　 20,276千円
設備支払手形　　 －千円

――――――
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(中間損益計算書関係)
　
　

項目
前中間会計期間

(自　平成18年12月１日
至　平成19年５月31日)

当中間会計期間
(自　平成19年12月１日
至　平成20年５月31日)

前事業年度
(自　平成18年12月１日
至　平成19年11月30日)

※１　営業外収益の主

要項目

　 　 　

(1) 受取利息

(2) 不動産賃貸料

544千円

4,675千円

666千円

4,561千円

1,066千円

9,261千円

※２　営業外費用の主

要項目

　 　 　

(1) 支払利息

(2) 社債利息

　

18,493千円

1,354千円

 

12,364千円

6,782千円

 

32,467千円

6,522千円

 

※３　特別利益の主要

項目

(1) 国庫補助金収入

(2) 土地売却益

　

　

－　千円

22,215千円

　

　

　

4,000千円

－　千円

　

　

　

－　千円

　19,466千円

　

※４　特別損失の主要

項目

　

(1)棚卸資産除却損

　

(2)退職給付費用

　

　

　

　

　　　　　　　 4,241千円

　

　　　　　　　 6,453千円

　

　

　

              －  千円

　

　　　　　　　　387千円

　

　

　

               4,241千円

　

　　　　　　　　千円

(3)固定資産除却損

　
(4)固定資産撤去費

－　千円

 

－　千円

－　千円

 

7,690千円

5,257千円

(内、機械装置　4,676千円)

－　千円

　５　減価償却実施額

有形固定資産

無形固定資産

合計

 

 

　

　

121,582千円

18千円

121,600千円

　

155,212千円

294千円

155,507千円

　

245,542千円

18千円

245,560千円
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(中間株主資本等変動計算書関係)

前中間会計期間

(自　平成18年12月1日

　至　平成19年5月31日)

　

１．発行済株式に関する事項

(単位:千株）

株式の種類 前期末株式数
当中間増加株式

数

当中間減少株式

数

当中間期末株式

数
摘要

普通株式 12,200 - - 12,200 　

合　計 12,200 - - 12,200 　

　

２．自己株式に関する事項

(単位:千株）

株式の種類 前期末株式数
当中間増加株式

数

当中間減少株式

数

当中間期末株式

数
摘要

普通株式 11 - - 11 　

合　計 11 - - 11 　

　

３．配当に関する事項

　

決議 株式の種類
配当金の総額
   (千円)

1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成19年2月27日
普通株式 60,941 5.0 平成18年11月30日 平成19年2月28日

定時株主総会
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当中間会計期間

(自　平成19年12月1日

　至　平成20年5月31日)

　

１．発行済株式に関する事項

(単位:千株）

株式の種類 前期末株式数
当中間増加株式

数

当中間減少株式

数

当中間期末株式

数
摘要

普通株式 12,200 － － 12,200 　

合　計 12,200 － － 12,200 　

　

２．自己株式に関する事項

(単位:千株）

株式の種類 前期末株式数
当中間増加株式

数

当中間減少株式

数

当中間期末株式

数
摘要

普通株式 14 0 - 14 　

合　計 14 0 - 14 　

　

３．配当に関する事項

　

決議 株式の種類
配当金の総額

   (千円)

1株当たり配

当額(円)
基準日 効力発生日

平成20年2月27日
普通株式 60,929 5.0 平成19年11月30日 平成20年2月28日

定時株主総会
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前事業年度

(自　平成18年12月1日

 至　平成19年11月30日)

　

１．発行済株式に関する事項

(単位:千株）

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末 摘要

普通株式 12,200 - - 12,200 　

合　計 12,200 - - 12,200 　

　

２．自己株式に関する事項

(単位:千株）

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末 摘要

普通株式 11 2 - 14 注１

合　計 11 2 - 14 　

注１：普通株式の自己株式の株式数の増加2千株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。

　

３．配当に関する事項

　(1)配当金支払額

決議 株式の種類
 配当金の総額

(千円)
1株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

平成19年2月27日

定時株主総会
普通株式 60,941 5.0 平成18年11月30日 平成19年2月28日

　(2)基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
 配当金の総額

(千円)

1株当たり
配当額　
　（円)

基準日 効力発生日

平成20年2月27日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 60,929 5.0 平成19年11月30日 平成20年2月28日
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(中間キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前中間会計期間

(自　平成18年12月１日
至　平成19年５月31日)

当中間会計期間
(自　平成19年12月１日
至　平成20年５月31日)

前事業年度
(自　平成18年12月１日
至　平成19年11月30日)

現金及び現金同等物の中間期末残高

と中間貸借対照表に掲記されている

科目の金額との関係

(平成19年５月31日)

現金及び預金中間期
末残高

210,935千円

現金及び現金同等物
中間期末残高

210,935千円

現金及び現金同等物の中間期末残高

と中間貸借対照表に掲記されている

科目の金額との関係

(平成20年５月31日)

現金及び預金中間期
末残高

145,707千円

現金及び現金同等物
中間期末残高

145,707千円

　現金及び現金同等物の期末残高と貸

借対照表に掲記されている科目の金

額との関係

(平成19年11月30日)

現金及び預金期末残高 485,962千円

預入期間が３ケ月を超
える定期預金

△100,000千円

現金及び現金同等物期
末残高

385,962千円
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(リース取引関係)

　

項目
前中間会計期間

(自　平成18年12月１日
至　平成19年５月31日)

当中間会計期間
(自　平成19年12月１日
至　平成20年５月31日)

前事業年度
(自　平成18年12月１日
至　平成19年11月30日)

リース物件の所有権が

借主に移転すると認め

られるもの以外のファ

イナンスリース取引

①リース物件の取得価額相

当額、減価償却累計額相

当額及び中間期末残高相

当額

①リース物件の取得価額相

当額、減価償却累計額相

当額及び中間期末残高相

当額

①リース物件の取得価額相

当額、減価償却累計額相

当額及び期末残高相当額

　
　

工具・器
具・備品
(千円)

取得価額
相当額

41,400

減価償却
累計額
相当額

35,070

中間期末残高
相当額

6,330

　
工具・器
具・備品
(千円)

取得価額
相当額

42,888

減価償却
累計額
相当額

10,725

中間期末残高
相当額

32,162

　
工具・器
具・備品
(千円)

取得価額
相当額

42,888

減価償却
累計額相当

額
5,783

期末残高
相当額

37,104

　 ②未経過リース料中間期末

残高相当額

１年以内 4,730千円

１年超 1,600千円

合計 6,330千円

②未経過リース料中間期末

残高相当額

１年以内 9,564千円

１年超 22,597千円

合計 32,162千円

②未経過リース料期末残高

相当額

１年以内 9,884千円

１年超 27,219千円

合計 37,104千円

　 (注)上記①及び②の取得価

額相当額及び未経過リ

ース料中間期末残高相

当額は、未経過リース

料中間期末残高が有形

固定資産の中間期末残

高等に占める割合が低

いため、支払利子込み

法により算定しており

ます。

同左 (注)上記①及び②の取得価

額相当額及び未経過リ

ース料期末残高相当額

は、未経過リース料期

末残高が有形固定資産

の期末残高等に占める

割合が低いため、支払

利子込み法により算定

しております。

　 ③支払リース料及び減価償

却費相当額

支払リース
料

4,332千円

減価償却費
相当額

4,332千円

③支払リース料及び減価償

却費相当額

支払リース
料

4,942千円

減価償却費
相当額

4,942千円

③支払リース料及び減価償

却費相当額

支払リース
料

8,765千円

減価償却費
相当額

8,765千円

　 ④減価償却費相当額の算定

方法

リース期間を耐用年数と

し残存価額を零とする定

額法によっております。

④減価償却費相当額の算定

方法

同左

④減価償却費相当額の算定

方法

同左
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(有価証券関係)

(前中間会計期間)(平成19年５月31日)

１　その他有価証券で時価のあるもの

　

種類
取得原価
(千円)

中間貸借対照表計上額
(千円)

差額
(千円)

(1)　株式 40,881 95,493 54,611

(2)　その他 － － －

合計 40,881 95,493 54,611

(注)　表中の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。

　

２　時価評価されていない有価証券

　

　
中間貸借対照表計上額

(千円)

 その他有価証券 　

非上場株式 6,967

 子会社株式 3,000

　

(当中間会計期間)(平成20年５月31日)

１　その他有価証券で時価のあるもの

　

種類
取得原価
(千円)

中間貸借対照表計上額
(千円)

差額
(千円)

(1)　株式 40,885 69,629 28,743

(2)　その他 － － －

合計 40,885 69,629 28,743

(注)　表中の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。

　

２　時価評価されていない有価証券

　

　
中間貸借対照表計上額

(千円)

 その他有価証券 　

非上場株式 6,967

 子会社株式 3,000
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(前事業年度)(平成19年11月30日)

１　その他有価証券で時価のあるもの

種類
取得原価
(千円)

貸借対照表計上額
(千円)

差額
(千円)

(1)　株式 40,883 84,305 43,422

(2)　その他 － － －

合計 40,883 84,305 43,422

　

２　時価評価されていない有価証券

　

種類
貸借対照表計上額

(千円)

その他有価証券 　

非上場株式 6,967

子会社株式 3,000
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(デリバティブ取引関係)

　１　取引の状況に関する事項
　

前中間会計期間
(自　平成18年12月１日
至　平成19年５月31日)

当中間会計期間
(自　平成19年12月１日
至　平成20年５月31日)

前事業年度
(自　平成18年12月１日
至　平成19年11月30日)

――――――――

　

　

　

(1) 取引の内容及び利用目的等
　　借入金の変動金利を固定金利に変
　換する金利スワップ取引を行ってお
　り、デリバティブ取引を利用したヘ
　ッジ会計を採用しております。
　 ①ヘッジ手段とヘッジ対象
　　 ヘッジ手段
　　　―金利スワップ
　　 ヘッジ対象
　　　―借入金の利息
　 ②ヘッジ方針
　　借入金の金利変動リスクを回避す
　る目的で金利スワップ取引を行って
　おり、ヘッジ対象の識別は個別契約
　毎に行っております。

――――――――

　

　

　

　 　 ③ヘッジの有効性評価の方法
　　金利スワップは特例処理の要件を
　満たしているため有効性の評価を省
　略しております。
(2) 取引に対する取組方針
　　デリバティブ取引については、将
　来の金利の変動によるリスクを回避
　することを目的としており、投機目
　的の取引は行わない方針であります
　。

　

　 (3) 取引にかかるリスクの内容
　　金利スワップ取引においては、市
　場金利の変動によるリスクを有して
　おります。
　　なお、デリバティブ取引の契約先
　は、いずれも信用度の高い国内の銀
　行であるため、信用リスクは殆んど
　ないと判断しております。

　

　 (4) 取引にかかるリスク管理体制
　　デリバティブ取引の実行及び管理
　は「経理部」で行っております。
　　なお、多額の借入金等は、取締役
　会の専決事項であります。
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(１株当たり情報)

　

項目
前中間会計期間

(自　平成18年12月１日
至　平成19年５月31日)

当中間会計期間
(自　平成19年12月１日
至　平成20年５月31日)

前事業年度
(自　平成18年12月１日
至　平成19年11月30日)

１株当たり純資産額 133.82円 136.91円 135.92円

１株当たり中間(当期)純利益 6.45円 6.72円 9.12円

(注) １　潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益については、潜在株式がないため、記載しておりません。

     ２　１株当たり中間(当期)純利益金額の算定上の基礎は、以下の通りであります。

　

項目
前中間会計期間

(自　平成18年12月１日
至　平成19年５月31日)

当中間会計期間
(自　平成19年12月１日
至　平成20年５月31日)

前事業年度
(自　平成18年12月１日
至　平成19年11月30日)

中間(当期)純利益(千円) 78,651 81,848 111,192

普通株主に帰属しない金額(千円) － － －

普通株式に係る中間(当期)
純利益(千円)

78,651 81,848 111,192

普通株式の期中平均株式数
(千株)

12,188 12,185 12,187
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(部門別売上高明細表)

　

　 　 　 　 　 (単位：千円） 　

　      

当　　 　期 前　　　　期

増　　　減

　

（平成１９年１２月～平成２０年５月） （平成１８年１２月～平成１９年５月）
　

金　　　　額 構成比 金　　　　額 構成比 　

ゴム薬品 2,617,149 62.9 2,339,265 59.5 277,884
　

樹脂薬品 507,978 12.2 485,842 12.3 22,135
　

中 間 物 423,727 10.2 569,997 14.5 △ 146,269
　

そ の 他 609,573 14.7 537,323 13.7 72,250
　

合　　計 4,158,428 100.0 3,932,428 100.0 225,999
　

（うち輸出） 512,816 12.3 446,267 11.3 66,548
　

　　　　当社は、原則として見込生産を行っております。 　 　 　
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